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ソ
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ら
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今
か
ら
三
年
前
、
全
国
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
す
る
必
要
が
出
て
き
た
こ
と
が
き
っ
か
け
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
目
的
は
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
生
活
を
豊
か
に
し
、
立
派
な
大
人
へ
と
育
て
る
た
め
だ
。 

確
か
に
、
学
校
に
は
行
け
な
い
が
身
体
は
元
気
だ
と
い
う
時
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
受
け
ら
れ
た
り
、
今
ま

で
は
で
き
な
か
っ
た
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
便
利
な
側
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
本
当
に
子
ど
も
た
ち

の
学
び
や
生
活
は
、
一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン

が
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
恩
恵
よ
り
も
む
し
ろ
、
損
害
の
方
が
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
、
ま
ず
思
い
つ
く
の
は
、
身
体
へ
の
損
害
で
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
の

画
面
か
ら
は
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
と
い
う
光
が
出
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
目
が
つ
か
れ
た
り
、
視
力
が
低
下
し
た

り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
夜
中
の
す
い
み
ん
が
浅
く
な
っ
て
し
ま
い
、
日
中
に
つ
か
れ
が
出
る
こ
と
も

あ
る
。 

資
料
１
を
み
て
ほ
し
い
。
眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
を
つ
け
ず
に
視
力
を
測
定
し
た
と
き
に
一
．
０
未
満
の
小
学
生
の

割
合
は
、
一
九
七
九
年
で
は
約
二
十
％
だ
っ
た
が
、
二
０
一
六
年
で
は
約
三
十
一
％
と
な
り
、
年
々
増
加
す
る
傾
向

け
い
こ
う

に
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
パ
ソ
コ
ン
が
原
因
だ
ろ
う
。 

ま
た
、
休
み
時
間
や
放
課
後
に
も
パ
ソ
コ
ン
に
夢
中
に
な
る
と
、
外
へ
遊
び
に
行
っ
た
り
、
運
動
を
し
た
り

す
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
今
の
子
ど
も
た
ち
は
運
動
不
足
に
な
り
、
運
動
能
力
の
低
下
が
続

い
て
い
る
。 

そ
の
証
拠
と
な
る
も
の
が
、
資
料
２
で
あ
る
。
全
国
の
小
学
生
を
対
象
に
し
た
体
力
テ
ス
ト
で
は
、
男
子
も

女
子
も
得
点
が
低
下
し
続
け
、
昨
年
度
は
つ
い
に
過
去
最
低
の
平
均
点
数
と
な
っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
に
か
じ
り
つ
い
て
運
動
を
し
な
い
小
学
生
が
ど
ん
ど
ん
と
増
え
、
体
力
テ
ス
ト
の
平
均
点
は
ま
す
ま
す
低

く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。 

 

さ
ら
に
、
学
力
や
脳
の
働
き
を
低
下
さ
せ
る
危
険
性
も
あ
る
。
授
業
中
、
先
生
や
友
だ
ち
の
話
を
聞
く
場
面

で
も
パ
ソ
コ
ン
を
さ
わ
り
続
け
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
大
切
な
情
報
を
聞
き
落
と
し
て
し
ま
う
子
ど
も
は
少
な

く
な
い
。
ひ
ど
い
場
合
は
、
授
業
に
関
係
の
な
い
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
る
人
も
い
る
。 

「
パ
ソ
コ
ン
は
学
習
に
し
か
使
っ
て
い
な
い
か
ら
、
大
丈
夫
だ
」
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ

で
、
難
し
い
言
葉
の
意
味
を
、
紙
の
辞
書
で
調
べ
た
と
き
と
パ
ソ
コ
ン
で
調
べ
た
と
き
の
脳
の
活
動
を
測
定
し

た
実
験
を
紹
介
し
よ
う
。
こ
の
実
験
か
ら
は
、
資
料
３
の
よ
う
に
、
紙
の
辞
書
で
調
べ
た
方
が
脳
の
活
動
は
活

発
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
実
験
後
、
調
べ
た
言
葉
の
意
味
を
聞
く
と
、
紙
の
辞
書
で

調
べ
た
人
は
半
分
程
度
が
答
え
ら
れ
た
の
に
対
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
調
べ
た
人
は
ほ
と
ん
ど
が
答
え
ら
れ

な
か
っ
た
。 

脳
科
学
者
の
川
島
教
授
は
、「
紙
の
辞
書
と
比
べ
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
で
調
べ
る
方
が
簡
単
で
す
。
簡
単
な
の
で
、

脳
は
働
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
簡
単
に
で
き
た
こ
と
は
、
簡
単
に
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
す
」
と
述
べ
る
。
パ
ソ
コ

ン
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
、
紙
の
辞
書
を
使
う
人
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
で
調
べ
る
方
が
、
一

見
す
る
と
速
く
て
便
利
な
よ
う
に
思
え
る
が
、
せ
っ
か
く
調
べ
て
も
覚
え
て
お
ら
ず
、
脳
も
働
い
て
い
な
い
の

な
ら
、
意
味
が
な
い
。
パ
ソ
コ
ン
は
学
習
に
使
っ
て
い
て
も
、
学
力
は
の
び
な
い
の
だ
。 

 

最
後
に
、
人
間
関
係
に
と
っ
て
も
悪
い
こ
と
が
あ
る
。
今
ま
で
は
顔
と
顔
を
合
わ
せ
、
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
が
、
一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン
は
そ
の
機
会
も
う
ば
い
つ
つ
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
や
り
と
り
を
し
、

直
接
対
話
を
す
る
こ
と
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
人
の
気
持
ち
を
考
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
「
ネ
ッ

ト
い
じ
め
」
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
明
ら
か
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
パ
ソ
コ
ン
が
子
ど
も
た
ち
に
も
た
ら
す
も
の
は
、
損
害
の
方
が
大
き
い
。
視
力
な
ど
の
身
体
機
能
や
運
動
能
力
の
低
下
に
加
え
、

脳
の
働
き
と
学
力
の
低
下
や
、
人
間
関
係
の
悪
化
な
ど
、
挙
げ
出
せ
ば
き
り
が
な
い
ほ
ど
だ
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
損
害
を

受
け
る
の
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
は
で
き
る
限
り
使
わ
な
い
で
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
昔
の
子
ど
も
た
ち
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
身
体
を
め
い
っ
ぱ
い
動
か
し
て
、
紙
の
辞
書
で
言
葉
を
調
べ
、
顔
と
顔
を
合
わ
せ
て
直
接
話
し
合
う
と
い
う
学
び
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

そ
う
す
る
こ
と
が
、
本
当
の
意
味
で
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
生
活
を
豊
か
に
す
る
。
子
ど
も
た
ち
が
立
派
な
大
人
へ
と
育
つ
た
め
に
は
、
パ
ソ
コ

ン
は
使
わ
な
い
方
が
い
い
の
で
あ
る
。 

 

 

資料１ 「裸眼
ら が ん

視力1.0未満の者」の割合 資料２ 小学生体力テスト合計点の平均 資料３ 端末と辞書で調べたときの脳の活動 



単元の実際（本時までの流れ） 

第１時 説明文の学びを概観する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの説明文教材や説明文で学んだことを想起し、「説明文でつけられる力（つけたい力）」は何かを考えた。何人かを指名した後、こちらから提

示した。（①筆者の主張を正確に読み取る、②筆者の説明の工夫を見つけ、それを検討する、③筆者の主張に対して、自分の考えを返す、の３つ。この中

でも、６年生では３つめの比重が高くなることを説明した。）３つの力については、昨年度から伝えていたため、多くの子が「ああ、そうだった」という感じだ

った。 

 その後、物語文と説明文を比較し、説明文に関わる用語を確認した。「比較してちがいを書こう」と持ちかけると、一人学びでも５つ以上書く子どももい

た。このように、昨年度から説明文の学習のたびに繰り返し学んできたため、文字通り「確認」となった子も多かったが、共通言語をもつことは対話の土台

となるため、少し丁寧に確認した。 

 

 



第２時 「笑うから楽しい①」 筆者の主張を読み取る 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前時の学習をふり返り、つけたい力の３分の２に「筆者の主張」が入っていることから、筆者の主張を読み取るためにはどこを読めばいいのかを問う。 

「序論と結論」「結論」などの意見が出る中、「双括型とかあったやん」と言いだし、基本的な型を復習。筆者の主張は「序論か結論、またはその両方」と

いうことを確認した後、「それなら、その部分だけ読めばいいよね」と持ちかけ、「笑うから楽しい」の本論を抜いたものを提示した。 

  音読やペアでの対話を通して、筆者の主張を読み取り、理解したあと、「これで納得？」と聞くと多くの子どもが納得はできないと返答。 

理由は当然、「本論がないから」である。そこで、本論部分にどんなことが書かれていれば納得できるのかを問い、次回の見通しをもって終了。 

 

 

 

 

 

 



第３時 「笑うから楽しい②」 要旨と本論の関係を理解し、筆者の主張に対して自分の考えを返す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前時の学習をふり返り、筆者の主張と説明文の型を確認した後、「笑うから楽しい」は何型かを読み取る。序論と結論を読み比べると、「」と「」、「」と「」

など、同じような意味の文章が繰り返されていることに気づく。このようにして双括型だと断定した後、要旨を見つけ出す。ここでは、要旨を「筆者の考えの

中心」と定義し、「一番大切な文章」を探すように指示。「何度も繰り返し出ている言葉を探すこと」「文末表現（断定・言い切り）、逆接の接続詞に気をつ

けて強調する文を探すこと」「題名に関係している文を探すこと」などをヒントにし、「」を要旨とする。 

 その後、本論部分を何度か音読しながら意味を確認し、この本論（事例）は何のためにあるのかを問う。「主張だけでは納得できないから、読者を納得

させるために本論（事例）がある」と、主張と事例の関係を理解した後、筆者の主張に対して自分の考え（賛成・反対とその理由）を書いて終了。 

 

 

 

 

 



第４時 前時で書いた「笑うから楽しい」の筆者中村さんの主張に対してのそれぞれの考えを、スプレッドシートで共有する。 

      「時計の時間と心の時間①」範読→音読→一人で説明文の家をつくる（板書記録無し） 

 

第５時 「時計の時間と心の時間②」説明文の家をつくり、文章構成を捉える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一人学びでは、６割ほどの子どもが１・２段落を序論、３～６を本論、７・８段落を結論という分け方をしてきた。その他の考えは板書に示す通りだが、正解

である１段落が序論、２～７が本論、８段落が結論という考え方はいなかった。そのため、ある程度教師が正しい構成の理解へと引っ張る形になった。 

 ２段落を序論と考えた理由の多くは、最後の「～あるのです」という文章について、文末表現や書きぶりから「はじめのまとめ」と考えていたこと、「～あり

ませんか？」という文章を「大きな問い」と考えていたことである。音読をしながら、内容を確認していくと、前者は筆者の主張（考え）ではなく、事実である

こと、後者は大きな問いではなく、読者への呼びかけになっていることに気づくことができた。その後、本論に書かれることは何だったかを想起させた。事例

の他に「くわしい説明」であるということを確認し、２は「時計の時間と心の時間のくわしい説明になっている」こと、同時に７は「本論のまとめ」をしている

ことに気づいていった。最後に、こちらから文章構成について整理し、終了。 

 



第６時 「時計の時間と心の時間③」事例を詳しく読み、筆者の意図を考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業冒頭で「筆者である一川さんの説明の工夫は何か」と問い、板書に示すような発言があった。そこで、どうして事例が４つもあるのかをたずね、その

意図を引き出そうとした。子どもたちは「より伝えたいから」「読者に納得して欲しいという思いが強いから」などと答えたが、本当にどの事例も納得できる

ものなのかを問うと、そうとは言えないという様子。そこで、「どの事例に一番納得するか？」という問いをたて、事例について読み深めていく展開とした。 

 音読、意味理解、事例の名前（説明文の家の小部屋の名前）をつける、自分の考えを伝えるという流れを４回繰り返したため、時間が足りなくなってしま

い、筆者の意図まで迫ることはできなかったのが課題である。 

 また、事例１に関しては実体験がたくさん出たが、その他についての実体験はあまり出ず、自分の経験に照らして文章を読むということを難しく感じてい

る子どもも一定数いた。 

 

 



第７時 「時計の時間と心の時間④」要旨を捉え、筆者の主張を具体的に理解する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最初に、「最終的には、筆者の主張に対して、自分の考えを返すということを大事にする」ということを確認。自分の考えを返すためにも、要旨を捉える必

要がある。「筆者の主張はどこに書いてあった？」（序論か結論、どちらかまたは両方）「この説明文の序論と結論は？」（１段落と８段落）と確認していき、

１段落と８段落だけを提示。一番大切な文章を見つけながら音読するように指示。全員が読み終わった後、全体でも一文ずつ音読しながら、一番大事だ

と思う場所で挙手させる。結果は、１段落の「そして、私は～」と８段落の「そんな私たちに必要なのは～」が圧倒的多数。理由を問い、ペアで交流。 

 「【私は】と書いているから、筆者が考えていることだと思って、だからこれが筆者の主張だ」「１段落の最後と８段落の初めは同じ事が繰り返されている。

それに、【重要】や【大切】という言葉もあるから、ここが大事だと思う」「題名にある【時計の時間】と【心の時間】が入っているから、最後の文章だと思う」

「【なのです】っていうのは、かなり言い切っているから、最後の文章だと思う」などの発言が出る。それぞれの発言を価値付け、要旨の捉え方や文末表現

を確認しながら、最後の文章を要旨とする。要旨は捉えられたが、「心の時間を頭に入れて時計の時間を道具として使う」とは、具体的にどうすることなの

かが子どもたちには腑に落ちていないように思えたため、「あなたたちの生活では、結局どうすることなの？」と発問。事例１や事例４を引き合いに出しな

がら説明できる子は数名で、最後は難しさを感じた。 



第８時「時計の時間と心の時間⑤」 筆者の主張に自分の考えを返す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「筆者の主張に自分の考えを返す」１時間にすることを初めに確認。そのためには、筆者の主張を捉える必要があるので、もう一度本文に戻って確認す

る。自分の考えには、そのように考えた根拠や理由も必要となる。ここで、筆者が事例として挙げていることに対して賛成や反対の意見を述べることが必

要になることから、この文章の構造を捉え直した。（黒板） 

 説明文の家が完成していないこともあったので、「４つの事例を２つに分けるなら？」と問い、「様々な事柄によって進み方が変わる心の時間の特性の説

明」と「人によって感覚が異なる心の時間の特性の説明」という２つに分ける。その上で、２段落と７段落の内容、要旨を捉え直し、筆者が伝えたかったこと

を再確認した。 

 その後、筆者の主張に対する自分の考えを padletに投稿して終了。 

 

 

 



第９時「時計の時間と心の時間⑥」筆者の主張に対する考えを交流しよう 

 本時の目標を確認した後、 

一時間の使い方を子どもと遺

書に考える。 

 結果、Padletにコメントをしあ

い、その後全体での交流をする

ことになった。 

 Padlet を活用することにより。

全員が一斉に仲間の考えに対

して意見を述べることができた

り、全体の前ではなかなか挙手

できない子ｎ意見が可視化さ

れたりする等の利点がある。 

 しかし一方で、全体交流の段階に 

なっても padletに書き込みをした 

り、コメントを読もうとする子どもも 

一定数いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


